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１．概要（Summary） 

単一ジョセフソン接合の電子輸送特性は周辺の電

磁環境の影響を受けやすい。従って周辺回路のインピ

ーダンスを変化させることでその接合の電流電圧特

性を変化させることができる。接合容量を小さくし周

辺回路インピーダンスを大きくすることで、ジョセフ

ソン接合を量子電流標準に応用する可能性があると

されている。その実現に向けて、磁場によって可変な

インピーダンスを持つ dc-SQUID (direct current- 

Superconducting QUantum Interference Device)を

用いて単一ジョセフソン接合の電子輸送特性の電磁

環境依存性を計測した。 

 

２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】 

 100kV電子ビーム描画装置 

 レーザー露光装置 

 12連電子銃型蒸着装置 

 走査電子顕微鏡 

【実験方法】 

最初にレーザー露光装置と 12連電子銃型蒸着装置を

用いて Si基板上に Ti/Au=50/400Åの電極を後で行うワ

イヤーボンディングのために作製する。その後、研究対象

であるサブミクロンサイズの単一ジョセフソン接合と電磁環

境制御のための dc-SQUIDを形成するためのパターンを

100kV 電子ビーム描画装置で描画した。ジョセフソン接

合は東京理科大学において斜め蒸着法と自然酸化法を

用いて Al/AlOx/Al から成るトンネル接合で作製した。1

層目のアルミニウムは 300Åで、そして 2層目は 700Åで

ある。完成したサンプルを走査電子顕微鏡で観察した後、

東京理科大学の持つ希釈冷凍機を用いて低温における

電子輸送特性を計測した。 

３．結果と考察 （Results and Discussion） 

単一ジョセフソン接合

の輸送特性の電磁環境依

存性を調べるためにいく

つ か 異 な る 設 計 の

dc-SQUID を作製し、系

統的にデータ収集してい

る。Fig1 にその二例を示

す。図中の(b)が単一接合

で常伝導抵抗は 10kΩで

ある。昨年度は dc-SQUIDの常伝導抵抗を単一接合の

ものより大きくすることで、電流電圧特性の超伝導ブ

ランチにスパイク構造が現れた。今回の 2サンプルで

は dc-SQUID の常伝導抵抗を単一接合のものより小

さくした所、スパイク構造は現れなかった。その様な

違いが現れた原因について、適切な回路モデルを立て、

数値計算から解析する必要があるだろう。 
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